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昼間に光合成で作られたブドウ糖は夜には稲に転流

します。夜の気温が⾼いと稲は栄養を沢⼭使ってし

まうので気温が低い⽅がお⽶はよくなります。寒暖

差のある佐⾒で⽶作りができるのはラッキーですね
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吉田地区　安江利之さんの⽥んぼ

昼⾷は２種類のおにぎりを⽤意しています
午後は川遊び、しいたけ園の⾒学ができます
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「ここは、いまだに昔ながらの農家か

もしれないね」９⽉に刈り取るたんぼ

の持ち主、安江利之さんの家へ伺った

ときに、清⽔さんが⾔われた⾔葉です

急な坂道を上っていくと⽴派な家の裏

側に、雌⽜３頭がいました。

⽜舎はとてもきれいで、⽜の⽑もツヤ

ツヤして、とても大事にされているこ

とがわかります。お⺟さん⽜はこれま

で８回もお産をしてきたそう。

後ろには新年号になってから⽣まれた

⼦⽜のれいこちゃんがいました。

なぜ⽜を飼うのでしょうか。

それは良質な堆肥が欲しいからです。

これからの時期はお⽶の登熟期です。

たくさん光合成をして穂に栄養をおく

ります。光合成を活発にするために慣

⾏農法では実肥といってチッソを主に

施しますが、病気もまた出やすく薬を

使ったりするので、郷蔵⽶は実肥はし

ません。穂肥といって、８⽉の初めま

でに施肥は終わらせます。⽜の堆肥は

ゆっくり、ちょうど登熟期に効き始め

るので、とても具合がいいのです。

育てた⽶の稲わらを⽜に⾷べてもらい

そしてできた⽜糞を、堆肥としてまた

次の⽥んぼのために使われます。

無農薬の稲が循環していますね。

郷蔵⽶を⾷べた⼈間のうんちを

肥えにしたらすごい循環ですが、

他のものも⾷べてますからね。

⽜は草⾷動物、草だけを⾷べ、大事に

育てられた⽜の体を通ってきたうんち

には、いいものが沢⼭⼊っています。

これだけ続いてきたことをやめるのは

勿体ないから継いでいるだけ、と前に

息⼦さんが⾔ってました。]勿体ない」

この⾔葉にすべてがありますね。
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